
 

 

 

 

 

 
 
      地球（自然）は未来の 

世代からの借りもの 
 

梅雨の晴れ間、プールから子どもたちの歓声が聞こえます。子どもたちに

とって梅雨の雨はプールに入れないので嫌がられます。でも、この期間に雨

が降ってくれないと、農業や私たちの夏の生活に影響が出てしまいます。しかし、近年、極端な高温や大雨

の頻度が長期的に増加する傾向もあるようです。そして、このような異常気象の背景には、地球温暖化が

関わっているとみられています。 

ところで、夏になりますと、台風による被害や大雨による洪水に見舞われる地域が出てきます。そして、大

変な苦労をして生活されている様子がニュース等で報道されます。電気、水道が自由に使えない生活。も

ちろん、停電になることもあります。私は、その時にこのような大規模な災害が起こる異常な気象から、地球

の環境について考えていると、次の言葉が思い出されました。それは、「地球（自然）は未来の世代からの

借りたもの」という言葉です。「借りたもの」ですから、大切に使い、時期がきたらきれいな形でかえさなけ

ればなりません。ところが、そのことが難しいことだと、近年起こっているさまざまな災害から改めて感じま

す。 

少し話は飛躍しますが、世界の人口（現在８１億人。予想される２０５０年の人口は９７億人）が、便利で

自由に「たくさん作ってたくさん使う」生活を続けていたら、未来の子どもたちにこの地球を残してあげられ

ないのではないでしょうか。そのようなことを考え、７月の全校朝会では、子どもたちに今世界で取組が進

められている「SDGs」についてお話するとともに、「自分たちにできることは何かを考え、そして行動に移

していくことが大切」といったことを呼びかけたいと考えています。ぜひ、お家で、そして、夏休みにでも子ど

もたちとともに考え、取り組んでいただければと存じます。                      （文責） 岸本 裕希 
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１５０周年記念講演会・イベント 

６月１０日（火）に創立１５０周年記念講演会を行いまし

た。講師は、本校出身で箱根駅伝や全国都道府県駅伝で活躍

され、２００８年の北京オリンピックにも出場された竹澤

健介さんです。幼い頃のエピソードから、夢を追いかけ夢を

実現するまでのこと、さらに苦悩や挫折を経て今伝えたい

ことを、子どもたちにやさしく語りかけていただきました。   

「人との出会いを大切に」「イヤなことでも続けてみる、

コツコツが勝つコツ」「挫折や失敗はある、その時は自分を

信じて歩み続けてほしい」といった言葉が、子どもたちの心

に響いたことと思います。また、１６日（月）には、雨天で

延期となった集会イベントを行いました。工夫をこらした

学校クイズや明るく元気いっぱいに踊った校歌のダンスで

楽しんだ後、みんなで風船をとばしました。これだけたくさ

んの風船が飛んでいく光景は、なかなか見る機会がないせ

いか、子どもたちはいつまでも見とれていました。 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 登下校時における車の走行について 】 

保護者の皆様に、下校時の車の走行

についてお知らせいたします。右図の

太線で囲っているところの道につい

て、子どもたち安全確保のため、なる

べく走行しないようにご配慮をお願

いいたします。また、学童のお迎え時

につきましても、矢印で示しています

ように、国道側に出ていただきますよ

う、ご理解とご協力をお願いいたしま

す。 

 

校外学習（３年生） 

３年生が５月１６日に伊勢自然の里とヤマサ蒲鉾

に、校外学習に出かけました。伊勢自然の里では、

「じゃぶじゃぶ池」に入って様々な種類の水生昆虫

を採集し、名前を教えてもらったり、絶滅危惧種の

タガメを見せていただいたりしました。５月２９・

３０日には、沼田にある山椒畑に行きました。地域

の方から、山椒の実を見せてもらったり、山椒が放

つすてきな香りをかいだりしました。 

プール掃除（６年生）と水泳学習（全校生） 
６月４日に６年生の子どもたちがプール掃除を

しました。全員がそれぞれの役割を粘り強くやり

遂げていました。全校生のために頑張る姿はとて

も頼もしく感じ、充実感が子どもたちの表情から

伺えました。そして、６月１２日より水泳学習が始

まりました。各学年の発達段階に応じた活動とな

りますが、子どもたちそれぞれが目標をもち、それ

に向けてコツコツと努力を積み重ねてほしいと願

っています。また、水泳学習の最後には、着衣泳を

学習します。いざという時に、慌てることなく自ら

の命を守るすべを学んでほしいと思います。保護

者のみなさまには、水の事故にあうことがないよ

うご家庭でも水辺の安全について、お子様と話し

合っていただけたらと思います。 

 

町探検（２年生） 
５月２８日に、グループに分かれて、太田交番・マック

スバリュ・黒岡神社・サンスイミング・王将・東出公民館・

あすかホール・スズキ自動車等に町探検に出かけました。

普段、近くは通るもののよく見たことがない場所という

ことで、わくわくした表情で出発しました。行った先で

は、多くの新たな発見に驚き、さらにそこにおられる方々

から多くのことを学んで帰ってきたようです。保護者や

地域のみなさまには、大変お世話になりました。 

太田小 

太田幼 



【 夏休みの作品展について 】 

今年度より、例年９月のはじめに体育館で行っていた「夏休み作品展」を各教室での展示とし、学年内で

児童がお互いに作品（工作・絵画・ポスター・習字等）を見合い、認め合う時間を取ろうと考えております。し

たがいまして、保護者の観覧はありません。また、夏休みの宿題のあり方につきましても協議を重ねていると

ころです。詳細につきましては、各学年が夏休み前に配付いたします「夏休みのくらし」でお知らせいたしま

す。ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

【 通知表（あゆみ）における道徳の評価について 】 

道徳科は、日々の授業や振り返り等の中で、教職員が具体的に児童の道徳性の深まりを認め、励ま

すことで評価をしております。そして、あゆみにおける評価といたしましては、１年間の児童の学び

や成長について継続的に見取ったことを、３学期のあゆみに記載いたします。ご理解をお願いいたし

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

 

 

 

【 がんばりの足跡 】 

◇姫路市空手道競技大会 形小学３年生（女子）の部 （５月２５日） 

３位 西脇 汐音（３年） 
◇姫路市空手道競技大会 形小学５年生（男子）の部 （５月２５日） 
５位 西脇 慶（５年） 

◇第１２４回小学生サッカー大会 A 級 （６月 1 日） 
優勝 太子 FC ジュニア 

◇第４９回東芝杯球技大会 （６月１日） 
優勝 太子 FC ジュニア 

◇第１００回太子卓球大会カブ団体の部 （６月１日） 
優勝 カブ太田っ子 A 

◇第１００回太子卓球大会カブ個人の部 A リーグ （６月７日） 
優勝 宗野 朗大 

◇第４９回東芝杯球技大会 （６月７日） 
優勝 太田ファイターズ 太田 A 

◇第１回姫路イーグレッツ杯 （６月１４日） 
準優勝 太子ミニバスケットボールクラブ 

◇令和７年 Jr.夏季大会 （６月１５日） 
準優勝 太田ファイターズ 

◇第２０回姫路ペガサス杯 （６月２２日） 
第３位 太田ファイターズ 

 

 

６月２０日(金)に太子東中学校吹奏楽部をお招きして、ＰＴＡ主催のサマーコンサートが開催されました。

普段の音楽の時間だけでは味わうことができない素晴らしい体験をさせていただきました。どこかで聴いた

ことがあるメロディーがながれると、手拍子や踊りを入れながら楽しむことができました。 

それぞれの楽器紹介を中学生のお姉さんお兄さんたちにしてもらい、いろんな楽器のいろんな音色を聴く

ことができました。その楽器を使って知っている曲が演奏されると大歓声が起こり、みんなでいっしょに歌うこ

とができました。 

「名探偵コナンのテーマ」が演奏されたときには、その大迫力に子どもたちは圧倒されていました。最後の

「マツケンサンバ」では、立って踊りだす子もでてきて、みんなで盛り上がることができました。  

さまざまな体験や本物に出会うことは、子どもたちの感性を磨くことにつながります。貴重な体験をさせて

いただいた太子東中学校吹奏楽部のみなさん、企画していただいたＰＴＡの方々、ありがとうございました。                    

（文責） 井上 基広     

太田の子をみつめて  


